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あ
と
が
き

今
年
の
夏
は
異
例
の
暑
さ
で
、
40
℃
を
超
え
た
地
域
は
、
山
梨
県
甲
府
市
や
四
国
四
万
十
市
、
群
馬
県
館
林

等
だ
っ
た
。
日
本
観
測
史
上
初
の
記
録
、
41
℃
と
な
っ
た
の
は
四
万
十
市
、
で
、
炎
暑
は
観
測
史
上
最
高
記
録

の
報
が
相
次
ぎ
、
熱
中
症
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
や
死
者
が
相
次
い
だ
。

九
月
中
旬
に
は
、台
風
十
八
号
が
列
島
を
破
壊
蹂
躙
し
、突
風
が
東
日
本
を
襲
い
、河
川
の
氾
濫
は
滋
賀
、京
都
、

福
井
の
広
範
に
及
び
初
の
特
別
警
報
が
発
せ
ら
れ
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。

私
が
時
代
物
を
志
し
本
作
で
五
作
目
と
な
る
が
、
今
年
は
筆
を
休
め
て
一
年
間
充
電
期
間
と
す
る
心つ

も
り算
で

あ
っ
た
。
だ
が
私
の
歴
史
物
の
読
者
二
人
が
、
は
か
ら
ず
も
三
月
某
日
あ
る
資
料
を
届
け
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

一
人
は
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
仲
間
で
あ
る
。
松
本
の
桐
原
城
に
縁
の
あ
る
遠
山
家
に
嫁
い
だ
同
市
笹
賀
ご
出

身
の
ご
婦
人
の
方
で
、
ご
主
人
か
ら
委
託
の
資
料
は
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
遠
山
家
の
家
系
図
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｖ

や
映
画
で
人
気
の
「
遠
山
金
四
郎
」
こ
と
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
ら
他
、
遠
山
家
に
関
す
る
解
説
書
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
Ｔ
Ｖ
や
映
画
で
描
か
れ
る
「
遠
山
金
四
郎
」
は
虚
像
で
あ
る
と
は
知
っ
て
い
た
。

教
職
の
父
の
関
係
で
、
小
・
中
学
校
ま
で
松
本
の
県

あ
が
た

町
、
高
校
で
は
西
町
へ
転
居
経
験
を
有
し
た
が
、
寡
聞

に
し
て
遠
山
家
の
ご
子
孫
の
方
が
、
松
本
近
辺
（
浅
間
温
泉 
地じ

も
と
や

本
屋
錦
の
湯
、
入
山
辺
他
）
に
今
も
居
ら
れ



あとがき 

311

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

二
人
目
は
、
歯
の
治
療
で
毎
回
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
近
隣
の
三
井
歯
科
医
院
の
萩
原
寛
司
院
長
先
生
で
あ

る
。
戴
い
た
資
料
は
、
今
回
『
櫻
樹
の
塚
─
─
文
明
開
化
に
引
き
裂
か
れ
た
真
塩
紋
弥
』
著
作
の
主
人
公
真
塩

紋
弥
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
検
索
の
資
料
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
真
塩
家
に
養
子
に
入
っ
た
六
郷
村
の
中
島
竹
次
郎
が
、

院
長
先
生
の
ご
先
祖
に
あ
た
る
方
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。

か
っ
て
私
の
母
方
の
縁
で
、
群
馬
県
題
材
の
本
を
三
作
ほ
ど
執
筆
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
榛
名
山
の
「
秣
場

騒
動
」
に
関
し
て
は
、
昔
上
州
に
頻
発
し
た
米
騒
動
や
世
直
し
一
揆
の
類
と
思
っ
て
当
初
は
余
り
関
心
を
示
さ

ず
過
ご
し
て
い
た
。

大
学
卒
業
後
初
め
て
の
勤
務
場
所
は
、
高
崎
市
岩
鼻
町
に
あ
る
日
本
化
薬
㈱
中
央
研
究
所
で
あ
っ
た
。

岩
鼻
陣
屋
跡
地
の
会
社
社
宅
に
住
み
数
年
の
経
験
が
あ
っ
た
が
、
縁
あ
っ
て
菩
提
寺
の
あ
る
藤
岡
市
小
野
に

家
を
造
っ
て
移
り
住
ん
だ
。

そ
の
岩
鼻
町
に
、
江
戸
時
代
岩
鼻
陣
屋
が
創
建
さ
れ
、
悪
代
官
を
国
定
忠
治
が
襲
っ
た
と
の
逸
話
は
聞
い
て

は
い
た
が
、
ま
さ
か
岩
鼻
牢
獄
に
紋
弥
が
投
獄
さ
れ
、
晩
年
亡
く
な
っ
た
場
所
が
鬼
石
町
三
波
川
と
知
る
や
、

私
の
土
地
勘
の
あ
る
場
所
に
次
々
と
誘
わ
れ
る
思
い
で
、
次
第
に
大
惣
代
真
塩
紋
弥
の
生
き
様
に
興
味
が
湧
い

て
き
た
の
で
あ
る
。

母
の
係
累
は
、
日
航
機
の
墜
落
し
た
上
野
村
、
神
流
町
万
場
、
藤
岡
市
鬼
石
、
菩
提
寺
の
あ
る
藤
岡
市
小
野
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に
居
る
。
小
野
か
ら
勤
務
地
日
本
化
薬
㈱
の
研
究
所
に
通
っ
た
。

興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
点
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ネ
ッ
ト
検
索
で
、
近
藤
清
が
初
代
典
獄
（
岩
鼻
獄
舎
の
刑
務
所
長
）
と
知
り
、
ご
子
孫
の
近
藤
医
師
に
娘
が

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
記
憶
と
繋
が
っ
た
。
更
に
真
塩
紋
弥
で
検
索
す
る
と
、『
隠
居
の
思
ひ
つ
記
』
な
る
興

味
あ
る
ブ
ロ
グ
を
発
見
し
た
。

全
く
人
の
縁
と
は
何
処
で
繋
が
る
か
判
ら
な
い
。

さ
て
、
私
の
時
代
物
一
作
目
は
、
西
上
州
甘
楽
郡
富
岡
市
に
存
在
し
た
と
い
う
七
日
市
藩
舞
台
の
『
七
日
市

藩
和
蘭
薬
記
』
で
、
九
谷
焼
陶
工
を
主
人
公
の
『
陶
匠
の
血
脈
』、
更
に
横
浜
元
町
舞
台
の
『
元
町
維
新
ー
横

浜
開
化
秘
聞
』
で
二
、三
作
目
と
続
き
、四
作
目
が
富
岡
市
隣
町
に
存
在
の
下
仁
田
町
中
小
坂
舞
台
の
小
説
『
鷺

の
笛 

中
小
坂
鉄
山
秘
聞
』
で
あ
っ
た
。

今
回
の
五
作
目
『
櫻
樹
の
塚
─
─
文
明
開
化
に
引
き
裂
か
れ
た
真
塩
紋
弥
』
の
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

因
縁
め
く
が
冒
頭
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。

真
塩
紋
弥
の
秣
場
騒
動
を
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
忠
実
に
再
現
し
克
明
に
描
い
て
も
、
地
元
の
方
々
や

関
係
子
孫
の
方
々
は
と
も
角
と
し
て
、
出
版
不
況
の
折
か
ら
版
元
が
興
味
を
示
す
と
は
思
わ
な
か
っ
た
し
、
私

の
歴
史
小
説
の
読
者
の
購
読
意
欲
を
そ
そ
り
、
関
心
を
惹
く
と
も
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

あ
る
日
、
三
井
歯
科
医
院
に
治
療
で
伺
っ
た
折
で
あ
る
。　



あとがき 

313

紋
弥
の
妻
の
妹
が
、
明
治
の
元
勲
で
第
三
代
内
閣
総
理
大
臣
山
縣
有
朋
の
お
妾
さ
ん
に
成
っ
た
と
の
話
を
聞

い
た
。
そ
こ
で
真
塩
紋
弥
を
縦
軸
で
通
し
、
山
縣
有
朋
と
い
う
人
物
を
横
軸
に
し
て
描
く
構
想
が
浮
か
ん
だ
。

更
に
面
白
く
運
ぶ
た
め
に
、
お
妾
と
な
っ
た
女
性
を
紋
弥
の
末
の
娘
と
想
定
し
た
。
妻
を
郷
里
に
連
れ
帰
っ
た

事
か
ら
、
紋
弥
恋
慕
の
女
性
は
サ
ダ
だ
っ
た
と
考
え
た
。
そ
こ
で
「
秣
場
騒
動
」
の
中
で
育
ま
れ
た
、
紋
弥
と

妻
サ
ダ
の
夫
婦
愛
の
物
語
と
す
る
構
想
も
浮
か
ん
だ
。

舞
台
と
な
っ
た
堤
ケ
岡
村
三
ツ
寺
堤
の
現
地
を
雨
中
五
月
末
に
訪
問
し
た
。
か
み
つ
け
の
里
博
物
館
の
元
町

誌
担
当
の
方
の
案
内
を
受
け
、
稲
荷
台
の
紋
弥
の
墓
石
、
諏
訪
神
社
内
の
顕
彰
碑
、
そ
し
て
私
塾
の
あ
っ
た
屋

敷
跡
を
訪
問
す
る
と
、
庚
申
塚
を
覆
う
桜
の
二
本
の
古
樹
が
目
を
惹
い
た
。

取
材
で
入
手
し
た
、
堤
ケ
岡
村
誌
や
群
馬
県
史
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
紋
弥
像
が
朧
気
な
が
ら
見
え
て

き
た
。
著
名
な
歴
史
上
の
人
物
よ
り
も
、
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
た
市
井
の
人
物
に
光
を
当
て
て
描
く
の
が
好
み

で
、
私
の
時
代
物
作
風
の
主
張
で
あ
り
特
徴
で
も
あ
る
。
資
料
を
読
ん
だ
限
り
、
紋
弥
は
正
に
私
の
執
筆
方
針

に
合
致
す
る
と
思
っ
た
。

『
櫻
樹
の
塚
─
─
文
明
開
化
に
引
き
裂
か
れ
た
真
塩
紋
弥
』
の
前
段
、
幕
末
か
ら
維
新
初
期
ま
で
の
時
代
で
は
、

脇
役
と
し
て
紋
弥
に
絡
む
八
州
廻
り
で
隠
れ
同
心
山
村
主
膳
と
、
利
根
川
を
根
城
に
す
る
船
頭
の
遠
山
常
左
衛

門
を
登
場
さ
せ
、
舞
台
を
江
戸
と
郷
里
の
み
な
ら
ず
、
紋
弥
と
妻
サ
ダ
の
二
人
が
共
に
活
躍
す
る
地
域
を
広
げ

横
浜
を
想
定
し
た
。
何
故
横
浜
に
拘
っ
た
か
と
言
え
ば
、
三
年
程
私
が
横
浜
の
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
、
ベ
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ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
ち
上
げ
に
関
与
し
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

資
料
を
読
み
史
実
を
調
べ
て
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

資
料
に
拠
る
と
、
紋
弥
が
儒
学
者
の
成
島
司も

と
な
お直

（
図
書
頭
）
の
塾
に
十
九
歳
で
入
門
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
誕
生
の
紋
弥
の
十
九
歳
時
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
で
、
成
島
の
没
年
は
文
久

二
（
一
八
六
二
）
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
か
？　

漢
学
修
業
期
間
は
一
体
何
年
間
？　

死
期

真
近
で
弱
っ
て
い
た
師
に
就
き
修
行
が
果
た
し
て
出
来
た
の
か
？　

と
様
々
な
疑
問
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

そ
こ
で
便
法
と
し
て
、
紋
弥
が
十
三
歳
で
家
族
に
見
送
ら
れ
故
郷
を
辞
し
て
江
戸
を
目
指
し
、
成
島
塾
で

十
九
歳
ま
で
六
年
間
み
っ
ち
り
漢
学
の
修
業
を
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
。

直
ぐ
故
郷
に
紋
弥
が
戻
る
の
で
は
、
主
題
の
「
秣
場
事
件
」
の
発
生
時
期
ま
で
に
余
り
に
時
間
が
あ
り
過
ぎ

る
。
そ
の
間
の
紋
弥
の
去
就
が
全
く
資
料
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
物
語
を
ど
う
進

行
さ
せ
る
の
か
困
惑
し
た
。

六
月
上
旬
高
崎
市
立
中
央
図
書
館
市
史
担
当
部
署
に
伺
い
、
紋
弥
が
生
き
た
時
代
の
資
料
を
取
材
。
こ
こ
で

の
資
料
収
集
で
予
想
以
上
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
明
治
初
年
の
岩
鼻
監
獄
に
関
す
る
資
料
、
高
崎
藩
五
万
石
騒
動
、

紋
弥
が
晩
年
に
関
与
し
た
「
切
干
し
塚
」
の
碑
文
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
入
手
で
き
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。

窓
口
対
応
の
女
性
職
員
は
、
五
万
石
騒
動
に
登
場
し
た
人
物
の
ご
子
孫
と
い
う
偶
然
も
重
な
っ
た
の
で
あ
る
。

寺
子
屋
に
類
す
る
紋
弥
の
塾
の
模
様
を
、
縷
々
描
い
て
も
読
者
に
と
っ
て
は
全
く
面
白
味
に
欠
け
、
文
脈
構
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成
の
屁
の
突
っ
張
り
に
も
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
横
浜
で
先
輩
塾
生
と
共
同
の
塾
「
芳
叢
書
院
」
を
経
営
す

る
こ
と
を
想
定
と
し
た
。

今
回
は
筋
立
て
に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

昨
年
九
月
末
、
英
国
威ウ

エ
ー
ル
ズ

爾
斯
に
家
内
と
二
人
で
世
界
遺
産
の
名
所
探
訪
の
旅
に
出
掛
け
た
際
、
不
思
議
な
体

験
、と
い
う
よ
り
は
発
見
を
し
た
。
前
作
『
鷺
の
笛 

中
小
坂
鉄
山
秘
聞
』
の
舞
台
と
な
っ
た
下
仁
田
の
名
産
は
、

著
名
な
下
仁
田
葱
で
あ
る
。
現
地
で
余
り
に
酷
似
し
た
西
洋
葱
の
存
在
に
驚
き
文
献
調
査
す
る
と
、
葱
は
地
中

海
付
近
で
栽
培
さ
れ
る
稀
有
な
阿ア

ル
タ
イ

爾
泰
種
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
た
。
こ
れ
を
本
書
で
も
活
か
し
て
い
る
。
な

お
こ
の
発
見
は
読
売
新
聞
の
地
方
版
に
も
掲
載
（
Ｈ
24
・
10
・
18
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

前
段
は
、
上
州
で
多
発
し
た
米
騒
動
や
世
直
し
一
揆
を
八
州
廻
り
の
山
村
主
膳
と
遠
山
常
左
衛
門
が
巧
妙
に

捕
縛
取
り
締
ま
る
光
景
を
描
く
。
主
膳
は
小
栗
上
野
介
忠
順
の
特
命
特
務
同
心
と
い
う
想
定
に
し
た
の
で
、
歴

史
物
を
好
む
中
高
年
や
忠
順
フ
ァ
ン
も
満
足
で
き
る
か
な
？　

と
期
待
し
た
い
。

後
段
は
、
紋
弥
の
塾
生
の
妻
沼
聖
天
堂
歓
喜
院
へ
の
修
学
旅
行
を
描
き
な
が
ら
、
明
治
維
新
の
元
勲
山
縣
有

朋
の
懊
悩
と
、
大
惣
代
紋
弥
の
中
野
秣
場
騒
動
と
の
苦
闘
を
交
錯
さ
せ
た
。
五
万
石
騒
動
や
秣
場
騒
動
に
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
使
わ
れ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
記
述
を
試
み
た
。

女
性
の
登
場
人
物
は
、
先
ず
妻
サ
ダ
、
郷
里
の
母
蔦
を
始
め
と
し
て
、
紋
弥
の
母
姑
ミ
ツ
、
紋
弥
の
双
子
の

姉
妹
厚ア

ツ

と
咲サ

ク

と
多
彩
で
あ
る
が
、
硬
い
男
の
歴
史
物
語
の
中
に
、
少
し
埋
没
し
て
い
る
点
は
否
め
な
い
。
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明
治
時
代
の
妾
は
、
妻
と
共
に
法
的
に
認
知
さ
れ
た
存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
何
と
「
蓄ち

く
し
ょ
う妾
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
事
に
、
今
の
感
覚
か
ら
そ
の
呼
び
方
が
奇
異
で
愕
然
と
し
た
。
更
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
政
界
・
官
界
・
財

界
の
著
名
人
の
妾
暴
露
記
事
「
萬よ

ろ
ず
ち
ょ
う
ほ
う

朝
報
」
な
る
新
聞
が
、
当
時
著
名
な
探
偵
小
説
作
家
の
黒
岩
涙
香
主
筆
で
発

刊
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

戴
い
た
村
誌
・
郡
誌
・
県
議
会
誌
の
類
は
膨
大
で
あ
る
。

十
分
に
咀
嚼
し
た
上
で
、
本
作
品
に
活
か
し
き
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
終
止

私
を
突
き
動
か
し
て
い
た
衝
動
は
、
官
憲
を
震
撼
さ
せ
得
る
程
に
命
を
輝
か
せ
て
散
っ
た
社
会
運
動
家
紋
弥
の

覇
気
と
、
人
々
の
温
か
い
ご
厚
情
に
応
え
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。

資
・
史
料
を
基
に
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
手
法
を
随
所
に
盛
り
込
ん
だ
。
作
中
の
登
場
人
物
や
場
面
に
実

際
と
似
た
個
所
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
て
作
者
の
創
造
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
。

資
・
史
料
入
手
や
寄
稿
で
次
の
人
々
に
御
世
話
に
な
っ
た
。

遠
山
家
の
家
系
図
等
を
ご
提
供
戴
い
た
遠
山
昇
夫
妻
、
三
井
歯
科
医
院
の
院
長
萩
原
寛
司
氏
、
お
母
様
の
萩

原
眞
壽
美
氏
、
高
崎
市
立
中
央
図
書
館
市
史
担
当
の
青
山
喜
三
雄
係
長
、
羽
鳥
康
子
氏
、
紋
弥
の
屋
敷
跡
の
写

真
を
ご
提
供
し
て
戴
い
た
か
み
つ
け
の
里
博
物
館
の
元
町
誌
担
当
志
村
隆
氏
、
今
回
は
拙
著
に
深
い
理
解
を
示

し
、
時
代
物
ド
ラ
マ
の
琴
姫
七
変
化
や
カ
レ
ー
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
著
名
な
往
年
の
名
女
優
松
山
容
子
氏
か
ら

の
ご
寄
稿
を
、
拙
著
作
品
評
で
は
お
馴
染
み
の
評
論
家
村
木
哲
氏
か
ら
は
過
分
な
書
評
を
賜
っ
た
。
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特
に
高
校
時
代
の
先
輩
と
の
機
縁
も
あ
り
、
版
元
の
㈱
図
書
新
聞
代
表
取
締
役
社
長
井
出
彰
氏
に
は
厚
く
感

謝
し
た
い
。
同
社
馬
渡
元
喜
部
長
、
青
玄
社
の
高
橋
和
敬
氏
、
そ
し
て
装
幀
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
宗
利
淳
一

氏
、
こ
う
し
た
人
々
の
存
在
な
く
ば
本
著
は
世
に
出
な
か
っ
た
。
ま
た
拙
著
を
熟
読
・
支
援
し
て
く
れ
る
地
元

上
尾
市
の
有
志
の
方
々
に
も
こ
こ
に
感
謝
し
た
い
。

最
後
に
、
時
間
の
観
念
無
く
起
床
す
る
私
の
小
説
や
随
想
の
執
筆
を
容
認
し
て
、
諸
事
万
端
支
援
し
て
く
れ

た
家
内
に
も
併
せ
て
感
謝
し
た
い
。    

た
な
か
踏
基　

二
〇
一
三
年
十
一
月
十
六
日　
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